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旭
川
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
の
取
り
組
み
と
、旭
川
市
発
注
の

公
共
工
事
現
場
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
賃
金　

川　

村　

雅　

則

に
表
現
さ
れ
た
「
札
幌
市
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る

会
」
に
対
し
て
、
旭
川
で
は
、
ま
だ
そ
の
よ
う
な
到
達
段

階
に
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
地
域
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題

全
般
を
ひ
ろ
く
射
程
に
入
れ
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
関
心

を
ね
ら
っ
て
現
行
の
名
称
と
し
た
。

　

第
二
は
、
研
究
会
の
構
成
団
体
が
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
あ

る
こ
と
で
、
こ
れ
は
札
幌
と
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
、
構

成
団
体
は
、
旭
川
弁
護
士
会
、
全
建
総
連
旭
川
建
設
ユ
ニ

オ
ン
、
連
合
旭
川
、
旭
川
市
職
労
、
自
治
労
上
川
地
本
、

旭
労
連
、
建
交
労
旭
川
支
部
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
建
設
政
策
研

究
所
北
海
道
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
な
お
、
札
幌
と
同
様
に

旭
川
で
も
代
表
に
は
弁
護
士
が
就
任
し
て
い
る
が
、
公
契

約
条
例
の
制
定
を
掲
げ
る
弁
護
士
・
弁
護
士
会
の
存
在
は

心
強
い（
３
）。

　

第
三
に
、
研
究
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
い
く
つ

か
あ
る
が
、
メ
イ
ン
を
公
契
約
条
例
が
な
ぜ
必
要
か
を
明

ら
か
に
す
る
調
査
活
動
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、旭
川
市
に
登
録
す
る
建
設
事
業
者
を
対
象
と
し
た
、

は
じ
め
に

　

旭
川
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
（
代
表
：
小
林
史
人
弁

護
士
）（
以
下
、研
究
会
）
は
、二
〇
一
六
年
七
月
一
四
日
、

旭
川
市
議
会
に
対
し
て
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
た
。
要
望
書
で
は
、
公
契
約
条
例
の
制

定
の
ほ
か
、公
契
約
領
域
に
お
け
る
実
態
把
握
の
強
化
や
、

公
契
約
条
例
の
運
用
に
際
し
て
、
有
識
者
や
業
界
労
使
関

係
者
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
、
を
要
望
し
て

い
る
。

　

本
稿
で
は
、
発
足
か
ら
お
よ
そ
二
年
強
に
な
る
研
究
会

の
軌
跡
や
取
り
組
み
内
容
な
ど
を
ま
と
め
、
公
契
約
の
適

正
化
、
条
例
の
制
定
を
目
指
す
各
地
の
運
動
に
貢
献
し
た

い
。
運
動
の
中
心
と
な
る
べ
き
自
治
体
労
働
者
・
労
組
の

役
割
を
念
頭
に
お
い
て
書
く
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
研
究
会

の
見
解
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
責
任
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
ま
ず
研
究
会
の
特
徴
や
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
次
に
、
建
設
産
業
に
み
ら
れ
る
国
の
政
策
変
化

に
ふ
れ
な
が
ら
、
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
言
及
す

る
。
そ
の
上
で
、
二
〇
一
五
年
の
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
研

究
会
で
行
っ
た
、
公
共
工
事
現
場
調
査
の
結
果
の
一
部
を

報
告
す
る（
１
）。

１
．
研
究
会
の
発
足
と
、
そ
の
取
り
組
み

　

旭
川
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
は
、
準
備
会
を
経
て
二

〇
一
四
年
三
月
三
一
日
の
会
議
を
も
っ
て
正
式
に
発
足
し

た
。
議
会
で
条
例
案
が
否
決
さ
れ
た
と
は
い
え
一
定
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
た
札
幌
市
で
の
経
験（
２
）に
も
学
び
な
が

ら
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
開
始

し
た
。

　

特
徴
の
第
一
は
、
団
体
の
名
称
に
公
契
約
条
例
は
掲
げ

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
市
議
会
で
条
例
案
の
審
議
が
始

ま
る
前
後
に
発
足
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
団
体
の
性
格
が
直
接
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事
業
経
営
や
公
共
事
業
の
受
注
に
関
す
る
調
査
や
、
非
正

規
労
働
者
を
対
象
に
労
働
組
合
ル
ー
ト
で
行
っ
た
雇
用
・

労
働
に
関
す
る
調
査
活
動
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
議
員
や
業
界
団
体
（
旭
川
建
設
業
協
会
）

と
の
意
見
交
換
も
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
二
〇
一
五
年
二
月

二
八
日
に
は
、
旭
川
弁
護
士
会
主
催
、
日
弁
連
共
催
で
、

旭
川
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
と
公
契
約
条
例
の

可
能
性
を
考
え
る
市
民
集
会
・
日
弁
連
貧
困
問
題
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
開
催
さ
れ（
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、旭
川
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
）、お
よ
そ
一
〇
〇
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。
地
元
か
ら
は
、
旭
川
市
で
働
く
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
雇
用
や
建
設
労
働
者
の
賃
金
実
態
が
報
告
さ
れ
た（
４
）。

２
．
建
設
産
業
政
策
の
転
換
と
、
問
わ
れ
る
公
契
約

　

に
関
す
る
自
治
体
の
姿
勢

　

⑴　

そ
の
賃
金
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
ま
っ
て
い
る

　
　

の
か
―
―
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

　

担
い
手
確
保
の
危
機
を
前
に
、
国
は
、
建
設
産
業
に
お

け
る
政
策
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
を
ピ
ー
ク
に

下
が
り
続
け
て
き
た
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
（
以
下
、

労
務
単
価
と
も
略
称
す
る
）
を
二
〇
一
三
年
度
か
ら
大
幅

に
引
き
上
げ
た
こ
と
で
あ
り
、
今
一
つ
に
は
、
翌
年
（
二

〇
一
四
年
）
六
月
に
実
施
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
担
い
手

三
法
」（
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
、

公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
、
建
設
業
法
）
の
改
正
で
あ
る（
５
）。

　

と
こ
ろ
で
、
前
者
の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
関
わ
っ

て
自
治
体
労
働
者
・
労
組
に
訴
え
た
い
の
が
、
自
治
体
発

注
の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
（
公
共
事
業
、
委
託
事
業
、
指
定

管
理
者
等
）
で
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
基
準
で
賃
金
な

い
し
そ
の
原
資
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

の
が
、
適
正
化
を
求
め
る
際
の
さ
し
あ
た
っ
て
の
重
要
な

作
業
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

そ
の
点
、
公
共
工
事
で
は
、
国
土
交
通
省
及
び
農
林
水

産
省
に
よ
る
「
公
共
工
事
労
務
費
調
査
」
に
基
づ
き
、
都

道
府
県
ご
と
に
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
」
が
決
定
さ

れ
、
そ
れ
が
予
定
価
格
の
積
算
に
用
い
ら
れ
る（
６
）。
こ
の
労

務
単
価
は
、
所
定
労
働
時
間
内
八
時
間
当
た
り
の
単
価
で

あ
っ
て
、現
場
管
理
費
（
法
定
福
利
費
の
事
業
主
負
担
額
、

研
修
訓
練
等
に
要
す
る
費
用
等
）
及
び
一
般
管
理
費
等
の

諸
経
費
は
含
ま
な
い（
７
）。

　
「
労
働
者
へ
の
支
払
い
賃
金
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
強
調
さ
れ
る
も
の
の
、
な
お
か
つ
、
こ
の
労
務
単
価
の

水
準
が
果
た
し
て
妥
当
か
ど
う
か
は
問
わ
れ
る
必
要
が
あ

る
も
の
の
、
し
か
し
な
が
ら
ま
ず
は
、
か
か
る
基
準
の
存

在
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
実
際
に
守
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
の
意
味
が
増
し
て
く
る
。
基
準

を
明
ら
か
に
す
る
作
業
の
重
要
性
、
そ
し
て
、
自
治
体
労

組
に
そ
の
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

　

⑵　

公
契
約
に
関
す
る
旭
川
市
の
姿
勢

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
政
府
の
政
策
転
換
に
対
し
て
、

自
治
体
の
入
札
、
契
約
行
政
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
追
求
す
る
行
財
政
改

革
や
価
格
一
辺
倒
の
入
札
政
策
が
盲
目
的
に
今
も
な
お
進

め
ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
契
約
の
領
域
で
何
が
起

き
て
い
る
か
自
体
に
そ
も
そ
も
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
自

治
体
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
点
で
い
え
ば
、旭
川
市
で
は
、二
〇
〇
八
年
に
「
旭

川
市
の
公
契
約
に
関
す
る
方
針
」（
二
〇
〇
八
年
八
月
二
一

日
決
定
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る（
８
）。

　

前
文
に
よ
れ
ば
、「
方
針
は
、本
市
の
行
う
契
約
が
公
平
、

公
正
で
透
明
性
の
高
い
入
札
・
契
約
手
続
き
の
も
と
、
契

約
の
適
正
な
履
行
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
が
豊
か
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
」
に
定
め
ら
れ
た
。

　
「
基
本
理
念
」
で
は
「
地
域
経
済
の
発
展
と
地
元
企
業

の
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
働
く
市
民
の
雇
用

環
境
を
も
視
野
に
入
れ
、
公
契
約
と
し
て
の
役
割
と
機
能

を
発
揮
さ
せ
、
市
政
推
進
に
努
め
る
」
こ
と
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。

　

全
国
に
先
立
ち
、
か
か
る
方
針
を
定
め
、
市
政
が
推
進

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。
ま
た
旭
川
市
で

は
、
上
に
掲
げ
た
目
標
実
現
の
一
環
と
し
て
、「
建
設
工

事
下
請
状
況
等
調
査
（
面
接
調
査
）」
が
実
施
さ
れ
、
賃

金
の
支
払
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
一
方
で
、
例
え
ば
、
旭
川
市
発
注
の
公
共
工
事
現

場
で
、
労
務
単
価
に
則
し
た
適
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
労
働
組
合
の
調
査
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
９
）。

　

な
ぜ
そ
う
な
る
か
の
解
明
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
旭
川
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市
に
は
、
発
注
者
と
し
て
、「
公
契
約
に
関
す
る
方
針
」

か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
実
効
性
あ
る
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
公
契
約
条
例
を
全
国
で
初
め
て
制

定
し
た
野
田
市
の
条
例
の
前
文
に
は
、
国
の
役
割
に
言
及

し
つ
つ
も
、
問
題
に
先
導
的
に
取
り
組
ま
ん
と
す
る
自
治

体
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
た
。
旭
川
市
を
含
む
道
内
す
べ

て
の
自
治
体
に
必
要
な
気
概
で
は
な
い
か
。

　

も
っ
と
も
、
施
策
・
政
策
に
は
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
が
、各
種
の
調
査
に
取
り
組
ん
で
き
た
理
由
で
あ
る
。

で
は
、
項
を
改
め
て
、
公
共
工
事
現
場
調
査
の
結
果
を
み

て
い
く
。

３
．
公
共
工
事
現
場
の
調
査
か
ら
み
え
て
き
た
も
の

　

⑴　

調
査
の
概
要
と
分
析
の
方
法

　

調
査
は
、
二
〇
一
五
年
の
夏
に
準
備
を
始
め
、
実
際
の

現
場
調
査
は
、
九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
行
っ
た
。
調

査
の
内
容
は
建
設
労
働
者
の
労
働
条
件
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
だ
が
、
と
り
わ
け
賃
金
部
分
に
焦
点
を
あ
て
る
。
大

き
く
引
き
上
げ
ら
れ
た
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
対
し

て
、
現
場
の
賃
金
は
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い

う
の
が
主
た
る
関
心
事
で
あ
る
。

　

調
査
の
方
法
は
、
自
治
体
の
発
注
部
局
に
依
頼
し
て
、

工
事
現
場
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
工
事
受
注
業
者
の
現
場

代
理
人
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
、
日
を
改
め
て
労
働

者
調
査
に
の
ぞ
む
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
た
。
今
回

の
調
査
で
は
、
合
計
一
三
現
場
を
訪
問
し
、
一
〇
一
人
か

ら
回
答
を
得
た
。
な
お
、
以
上
の
調
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
建
交
労
旭
川
支
部
で
蓄
積

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
回
答
者
に
支
給
さ
れ
て
い
る
賃
金
（
基
本
給
だ

け
で
な
く
、
諸
手
当
や
一
時
金
な
ど
も
）
と
彼
ら
の
職
種

を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
と
の

比
較
が
可
能
に
な
る
。

　

た
だ
、
労
務
単
価
は
八
時
間
当
た
り
の
金
額
な
の
で
、

月
給
制
労
働
者
の
場
合
に
は
、
比
較
を
可
能
に
す
る
た
め

の
準
備
作
業
が
必
要
に
な
る
の
と
、「
請
負
制
」
の
労
働

者
の
場
合
に
は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
収
入
の
、
性
格
別
の

内
訳
（
賃
金
な
の
か
資
材
・
道
具
代
な
の
か
）
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

小
論
で
は
、
回
答
者
一
〇
一
人
の
う
ち
最
も
多
く
を
占

め
た
日
給
制
労
働
者
六
〇
人
の
結
果
を
取
り
上
げ
る（『
報

告
書
』
で
は
、
月
給
制
労
働
者
二
四
人
の
結
果
も
取
り
上

げ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

以
下
、
不
明
は
除
い
て
計
算
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
各

設
問
の
有
効
回
答
数
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

現場調査の様子（2015年9月14日）
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額
は
（
図
表
１
）、
全
体
の
三
分
の
一
強
が
一
万
円
に
満

た
な
く
、
平
均
値
は
一
万
三
三
七
円
に
と
ど
ま
る
。
諸
手

当
や
賞
与
の
支
給
割
合
も
低
く
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
分
の
一

で
あ
る
（
二
六
・
七
％
、
二
五
・
〇
％
）。
な
お
、
通
年
雇

用
者
の
多
い
月
給
制
労
働
者
で
は
、
諸
手
当
八
二
・
六
％
、

賞
与
七
三
・
九
％
と
、
大
き
な
差
が
見
て
取
れ
る
。

　

第
二
は
、
多
く
の
回
答
者
で
基
本
賃
金
に
変
化
が
み
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
調
査
で
は
、
調
査
時
点
の
基
本
賃

金
と
二
〇
一
四
年
の
基
本
賃
金
を

記
載
し
て
も
ら
い
、
両
者
を
比
較

し
て
み
た
が
、
増
え
た
の
は
全
体

の
二
割
強
に
と
ど
ま
り
、
約
四
分

の
三
（
七
三
・
六
％
）
が
変
化
な

し
で
あ
っ
た
。
北
海
道
に
お
け
る

労
務
単
価
は
全
職
種（
四
六
職
種
）

で
引
き
上
げ
ら
れ
、
主
要
一
二
職

種
だ
け
み
て
も
（
図
表
２
）、
交

通
誘
導
員
Ａ
が
七
・
一
％
増
で
一
万

円
台
に
乗
っ
た
ほ
か
、
鉄
筋
工
、

大
工
、
左
官
、
型
わ
く
工
、
と
び

工
の
五
職
種
が
六
％
を
超
え
る
伸

び
を
示
し
て
い
る
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
基
本
賃
金
に
諸
手
当

に
賞
与
を
足
し
合
わ
せ
た
賃
金

（
以
下
、
合
計
賃
金
）
と
、
労
務

単
価
と
を
比
較
し
て
み
た
が
、
ど

の
事
例
で
も
、
前
者
が
後
者
を
下

と
お
り
、
賃
金
水
準
は
低
か
っ
た
。

　

第
三
に
、
就
業
・
雇
用
形
態
を
み
る
と
、
五
六
・
一
％

が
「
労
働
者
（
季
節
雇
用
）」
だ
が
、三
割
（
二
九
・
八
％
）

は
「
労
働
者
（
通
年
雇
用
）」
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
四
に
、
毎
月
の
決
ま
っ
た
休
日
が
少
な
い
こ

と
で
、
九
〇
・
〇
％
が
「
毎
週
日
曜
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

賃
金
に
関
す
る
調
査
結
果
の
要
点
の
第
一
は
、
賃
金
水

準
の
低
さ
で
あ
る
。
日
給
制
労
働
者
の
基
本
賃
金（
日
給
）

　

⑵　

上
が
ら
ぬ
基
本
賃
金
、
労
務
単
価
を
下
回
る
賃
金

　

賃
金
の
結
果
を
み
る
前
に
、『
二
〇
一
五
年
度
旭
川
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会 

旭
川
市
の
公
共
工
事
現
場
調
査
報

告
書
』
の
資
料
（
二
四
頁
以
降
）
よ
り
、
日
給
制
労
働
者

の
調
査
結
果
の
特
徴
に
ふ
れ
て
お
く
。

　

第
一
に
、
若
い
年
齢
層
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
六

〇
歳
以
上
が
三
割
を
超
え
る
も
の
の
、
三
九
歳
以
下
も
お

よ
そ
三
割
を
占
め
、
平
均
年
齢
は
四
九
歳
だ
っ
た
。

　

第
二
に
、
こ
の
工
事
現
場
へ
の
入
場
状
況
は
、
六
割
が

「
一
次
下
請
」
で
、「
元
請
」（
一
五
・
一
％
）
を
含
め
る
と

全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
る
。
相
対
的
に
上
層
で
働
い
て

い
る
者
た
ち
が
回
答
者
に
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
述
の

＜図表１＞　2015年の基本賃金（日給）額

8千円未満
11.7%

n=60

8千円～9千円
未満　13.3%

9千円～1万円
未満　13.3%

1万円～1万1千円
未満　25.0%

1万1千円～
　1万2千円未満

13.3%

1万2千円～
　1万3千円未満

8.3%

1万3千円～
　1万5千円未満

3.3%

1万5千円以上
11.7%

＜図表２＞　北海道における主要12職種の公共工事設計労務単価の推移
（2012～2015年度）
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対
立
構
造
に
な
っ
た
が
、
本
来
、
公
契
約
条
例
は
事
業
者
・

業
界
団
体
に
と
っ
て
忌
避
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

条
例
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
を
防
ぎ
、
か
つ
、
元
請
責
任

を
強
化
す
る
こ
と
で
重
層
的
な
請
負
構
造
の
う
ち
不
要
な

部
分
を
排
除
す
る
、
結
果
と
し
て
、
適
正
価
格
で
の
受
発

注
を
可
能
に
し
、
労
働
力
の
確
保
、
労
働
条
件
の
適
正
化
、

技
能
の
伝
承
な
ど
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

業
界
団
体
に
理
解
を
求
め
、共
同
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
議
会
と
の
関
係
構
築
も
む
ろ
ん
必
要
で
あ
る
）
（1
（

。

　

さ
て
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
自
治
労

の
「
非
正
規
労
働
者
一
〇
万
人
組
織
化
」
に
も
関
わ
っ
て
、

公
契
約
条
例
の
制
定
を
方
針
に
掲
げ
る
自
治
体
労
組
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
。
自
治
体
発
注
の
仕
事
で
困
窮
す
る
人

び
と
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、隣
で
働
く
臨
時
・

非
常
勤
職
員
以
上
に
姿
の
見
え
づ
ら
い
の
が
公
共
民
間
労

働
者
で
あ
る
。
公
契
約
の
適
正
化
を
切
実
に
欲
す
る
彼
ら

を
「
発
見
」
す
る
た
め
に
も
、
自
ら
は
発
注
者
側
に
身
を

置
い
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
、
公
契
約
の
現
場
に

入
っ
て
い
く
こ
と
が
自
治
体
労
組
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）　

調
査
結
果
に
関
す
る
詳
細
は
『
二
〇
一
五
年
度
旭
川
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会 

旭
川
市
の
公
共
工
事
現
場
調
査
報

告
書
』
を
参
照
。
な
お
、
筆
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
た
過
去
の
執
筆
論
文
な
ど
に
も
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

http://w
w

w.econ.hokkai-s-u.ac.jp/~m
asanori/index

（
２
）　

札
幌
で
公
契
約
条
例
の
制
定
を
目
指
し
た
「
札
幌
市
公

で
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
基
本
賃
金
の
占
め
る
割

合
は
、
最
小
値
が
四
二
・
六
％
、
最
大
値
が
九
二
・
五
％
、

平
均
値
は
六
九
・
三
％
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
日
給
制
労
働
者
②
の
一
四
人
に
つ
い
て
み
る

と
、
基
本
賃
金
の
平
均
値
は
九
四
二
一
円
で
、
一
日
当
た

り
の
諸
手
当
や
賞
与
を
足
し
合
わ
せ
た
合
計
賃
金
の
平
均

値
は
一
万
五
四
八
円
で
あ
る（
両
者
の
差
は
一
一
二
七
円
）。

　

そ
し
て
、
合
計
賃
金
が
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
占

め
る
割
合
は
、
最
小
値
は
五
四
・
九
％
、
最
大
値
は
九
〇
・

六
％
、
平
均
値
は
七
一
・
四
％
で
あ
る
。
日
給
制
労
働
者

の
①
も
②
も
、
平
均
値
は
七
割
程
度
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
旭
川
市
発
注
の
公
共
工
事
現
場
で
の

賃
金
水
準
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
下
回
る
。
な

お
、
小
論
で
は
割
愛
し
た
が
、
月
給
制
労
働
者
も
同
様
の

結
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

４
．
ま
と
め
に
代
え
て

　

準
備
不
足
も
あ
っ
て
結
果
と
し
て
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
は
い
え
、
札
幌
市
で
は
、
当
時
の
市
長
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
公
契
約
条
例
案
を
議
会
に
提
案
し
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
動
き
は
旭
川
市
で
は
ま
だ

み
ら
れ
な
い
。両
市
の
条
件
の
か
か
る
違
い
を
考
え
て
も
、

公
契
約
運
動
を
旭
川
市
で
前
に
進
め
て
い
く
の
は
容
易
で

は
な
か
ろ
う
。
い
ま
な
ぜ
公
契
約
の
適
正
化
が
必
要
な
の

か
の
実
態
把
握
と
、
そ
れ
を
広
げ
て
い
く
作
業
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
不
幸
に
し
て
札
幌
市
で
は
業
界
団
体
と
市
が

回
っ
た
こ
と
を
ま
ず
述
べ
て
お
く
。
労
務
単
価
の
引
き
上

げ
効
果
が
現
場
ま
で
必
ず
し
も
波
及
し
て
い
な
い
。

　

も
う
少
し
詳
細
に
み
る
と
、
日
給
制
労
働
者
六
〇
人
の

う
ち
、
分
析
対
象
と
な
っ
た
の
が
五
八
人
で
、
そ
の
う
ち
、

①
諸
手
当
も
賞
与
も
支
給
さ
れ
て
な
い
者
が
三
五
人
、
②

諸
手
当
も
賞
与
も
支
給
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
ち
ら
か
が
支

給
さ
れ
て
い
て
、
な
お
か
つ
、
そ
の
金
額
が
明
ら
か
で
あ

る
（
回
答
さ
れ
て
い
る
）
者
が
一
四
人
で
あ
る
。
残
り
は
、

諸
手
当
や
賞
与
の
支
給
状
況
、
あ
る
い
は
、
そ
の
金
額
が

不
明
な
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
日
給
制
労
働
者
①
の
三
五
人
に
つ
い
て
み
る

と
（
図
表
３
）、
基
本
賃
金
の
平
均
値
は
一
万
九
五
四
円

＜図表３＞　公共工事設計労務単価と比較した賃金水準
　　　　　　（日給制労働者①）

n=35

40％台
5.7%

50％台 
20.0%

60％台 
25.7%

70％台 
34.3%

80％台 
11.4%

90％台 
2.9%
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（
二
〇
一
三
年
三
月
二
九
日
）、
①
二
〇
一
三
年
度
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
早
期
適
用
、
②
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の

排
除
、
③
法
定
福
利
費
の
適
切
な
支
払
と
社
会
保
険
等
へ

の
加
入
徹
底
に
関
す
る
指
導
、
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

川
村
（
二
〇
一
五
ｄ
）
を
参
照
。

（
９
）　

こ
の
点
は
、須
貝
（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
指
摘
を
参
照
。

（
（1
）　

も
っ
と
も
、札
幌
の
公
契
約
運
動
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、

議
会
の
姿
は
市
民
に
見
え
づ
ら
く
、
逆
に
、
疑
問
を
も
つ

こ
と
さ
え
少
な
く
な
い
。
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。
こ

の
点
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

【
参
考
文
献
】

・　

依
田
満
博
「
品
確
法
改
正
、
発
注
関
係
事
務
の
運
用
指
針

を
考
え
る
」（『
建
設
政
策
』
第
一
六
二
号
所
収
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
建
設
政
策
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
七
月

・　

市
村
昌
利
「
投
資
規
模
半
減
、
疲
弊
す
る
地
域
建
設
産
業
」

（『
経
済
』
第
二
三
五
号
所
収
）
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
一
五

年
四
月

・　

小
畑
精
武
『
公
契
約
条
例
入
門

－

地
域
が
幸
せ
に
な
る
「
新

し
い
公
共
」
ル
ー
ル
』
旬
報
社
、
二
〇
一
〇
年

・　

川
村
雅
則
「
旭
川
で
前
進
す
る
公
契
約
運
動
、
市
民
１
０

　

０
人
が
集
っ
た
、
２
・
28
反
貧
困
・
公
契
約
集
会
」（『
建
設

政
策
』第
一
六
一
号
所
収
）二
〇
一
五
年
五
月（
二
〇
一
五
ａ
）

・　

同
「
な
く
そ
う
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

－

札
幌
の
公
契
約

運
動
か
ら
」（『
経
済
』
第
二
三
八
号
所
収
）
二
〇
一
五
年
七

月
（
二
〇
一
五
ｂ
）

・　

同
「
な
く
そ
う
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
進
め
よ
う
公
契

約
運
動
」（『
月
刊
全
労
連
』
第
二
二
三
号
所
収
）
全
労
連
、

契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
会
」
の
経
験
な
ど
は
、
川
村

（
二
〇
一
五
ｂ
）、
川
村
（
二
〇
一
五
ｃ
）
な
ど
を
参
照
。

（
３
）　

日
弁
連
で
は
「
公
契
約
法
・
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
」
を
発
表
（
二
〇
一
一
年
四
月
一
四
日
）
し

て
い
る
が
、
北
海
道
レ
ベ
ル
で
も
、
ま
ず
、
公
契
約
条
例

案
が
議
会
に
付
議
さ
れ
た
後
に
札
幌
弁
護
士
会
が
「「
札

幌
市
公
契
約
条
例
」
の
制
定
を
求
め
る
会
長
声
明
」
を

二
〇
一
二
年
三
月
八
日
に
出
し
た
。

　

そ
の
後
、
札
幌
の
弁
護
士
が
中
心
と
な
っ
て
、
北
海
道

弁
護
士
連
合
会
が
「
北
海
道
内
の
す
べ
て
の
地
方
自
治
体

及
び
地
方
議
会
に
対
し
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
決

議
」
を
二
〇
一
三
年
の
定
期
大
会
で
決
議
し
て
い
る
（
七

月
二
六
日
）。

　

さ
ら
に
今
回
、
旭
川
弁
護
士
会
で
も
、
研
究
会
に
よ
る

「
要
望
書
」
の
提
出
に
あ
わ
せ
て
、「
旭
川
市
公
契
約
条
例

の
制
定
を
求
め
る
会
長
声
明
」
が
出
た
。
い
ず
れ
も
各
団

体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
４
）　

集
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
川
村
（
二
〇
一
五
ａ
）
を

参
照
。

（
５
）　

国
土
交
通
省
「
品
確
法
・
建
設
業
法
・
入
契
法
等
の
改

正
に
つ
い
て
」
の
と
お
り
、
建
設
産
業
に
お
け
る
担
い
手

不
足
や
、
そ
の
こ
と
に
伴
う
工
事
の
適
正
な
施
行
の
困
難

が
法
改
正
の
背
景
に
あ
っ
た
。

（
６
）　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
性
格
な
ど
は
、
国
土
交
通

省
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
７
）　

し
か
も
、
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
の
際
に
は
、
公
共

発
注
者
で
あ
る
自
治
体
に
も
、「
技
能
労
働
者
へ
の
適
切

な
賃
金
水
準
の
確
保
に
係
る
要
請
」
文
書
が
発
出
さ
れ

二
〇
一
五
年
九
月
（
二
〇
一
五
ｃ
）

・　

同
「
公
契
約
に
関
す
る
旭
川
市
の
取
り
組
み

－

旭
川
市
の

資
料
よ
り
」（『
建
設
政
策
』
第
一
六
三
号
所
収
）
二
〇
一
五

年
九
月
（
二
〇
一
五
ｄ
）

・　

上
林
陽
治
「
公
契
約
条
例
と
い
う
選
択
肢

－

雇
用
の
劣
化

を
自
治
体
か
ら
変
え
て
い
く
」（『
世
界
』
第
八
六
九
号
所
収
）

岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
五
月

・　

須
貝
卓
矢
「
２
年
続
け
て
上
が
っ
た
労
務
単
価
が
賃
金
に

反
映
さ
れ
た
か
」（『
建
設
政
策
』
第
一
五
九
号
所
収
）
二
〇

　

一
五
年
一
月

・　

辻
村
定
次
「
現
場
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
課
題

－

改
正

公
共
工
事
品
質
確
保
法
の
趣
旨
を
実
現
す
る
に
は
」（『
建
設

政
策
』
第
一
六
二
号
所
収
）
二
〇
一
五
年
七
月

・　

庭
野
峰
雄
「
改
正
「
担
い
手
３
法
」
に
よ
る
「
担
い
手
」

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
現
段
階
」（『
建
設
政
策
』
第

一
六
六
号
所
収
）
二
〇
一
六
年
三
月

＜

か
わ
む
ら　

ま
さ
の
り
・
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
教
授＞


